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内川…
…
彬
載
総
勢

一一
川

朝

日

簡

易

裁

判

所

と

二
十
一一
主
月
三
日
開
斤
し
た
も
れ
で
、
故
初
は
、

会
一

訟
の
間
借
り
か
ら
、
泊
樺
察
署
（
現
派
出
所
）
の

一
室
に

朝

日

区

検

察

庁

間
借
り
す
る
な
ど
し
て
、
現
所
在
地
、
東
草
野
四
六
六
番

マ

朝

日

簡

易

融

判

所

地

の
現
庁
舎
へ
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日
引
越
し
た

銀
色
刀
弔
い
安
が
、
空
一

面
を
担
っ
て
、

水
平
線
に
統
経
過
を
た
ど
っ
て
き
た
。
敷
地
四

O
二
坪
、
建
物
は
、
木

い
て
し
る
北
陵
地
万
特
有
の
、
防
い
、
荒
り
ょ
う
た
る
冬
造
平
民
建
六
十
二
坪
七
ム
ロ
で
、

て
費
二
十
七
万
八
千
五
百

虫
色
が
窓
越
し
に
眺
め
ら
れ
る
、

刷
日
簡
易
裁
判
所
に
、
円
を
裂
し
た
。
位
帖
区
域
は
や
は
り
朝
日
、
入
留
の
両
町

記
者
は
、
役
立
後
腿
史
な
お
浅
い
沿
革
と
、
そ
の
所
符
引

と
な
っ
て
い
る
。

項
に
つ
い
て
取
籾
の
鉛
筆
を
定
ら
せ
た
。
一
月
な
か
ば
の
検
察
庁
法
の
大
き
な
特
色
は
、
そ
の
先
は
裁
判
所
に
附
置

あ
る
H
の
午
後
：
：
：
：
：
：

さ
れ
て
い
た
険
ポ
局
が
、
裁
判
所
か
ら
は
な
れ
て
組
立
、

昭
和
二
十
一一
年
五
月
三
日
、
新
態
法
及
び
毅
判
所
法
に
法
判
所
と
対
応
し
て
活
動
を
開
倍
す
る
乙
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、

間
弘
法
判
所
及
び
管
轄
区
域
が
定
め
ら
れ、

泊

し

た

が

っ

て

、同

一
構
内
に
は
建
物
が
あ
る
が
、
朝
日
間

町
に
聞
い
初
裁
判
所
が
段
江
さ
れ
て
、
泊
町
附
保
九
六
九
得
め
肱
判
所
に
対
応
し
て
、
活
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

地
に
あ
る
、
公
会
準
の

一
京
を
か
り
で
側
庁
し
た
ο
そ
の
検
察
庁
及
び
検
察
官
の
仕
療
を
略
述
す
れ
ば
次
の
と
お
り

後、

泊
町
よ
り
現
庁
舎
の
所
在
地
東
草
野
四
六
六
番
地
の
で
あ
る
ι

八
に
五
八
四
坪
の
番
地
の
提
供
を
受
け
、
工
費
二
四
九
万

ω
嘗
察
等
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
事
件
を
取
り
し
ら
べ
、

円
で
庁
舎
を
新
築
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
、
移
転
を
完
了
処
罰
す
る
。

し
た
。
庁
舎
は
本
館
八
十
八
坪
、
外
二
階
十
二
坪
、
附
属

ω
一
般
人
の
告
発
、
検
察
官
の
認
知
し
た
事
件
を
取
り

挫
物
八
即
か
ら
成
っ
て
い
る
。

し
ら
ベ
、
処
理
す
る
。

乙
の
簡
易
裁
判
所
は
、

全
凶
の
お
も
な
市
や
町
、
五
七

ω
公
判
で
裁
判
の
適
正
を
見
と
ど
け
る
。

O
カ
所
に
あ
る
そ
の
一
つ
で
、
訴
訟
の
目
的
と
な
る
物
の

ω
裁
判
の
執
行
を
指
揮
す
る
。

価
格
が
、
十
万
円
を
こ
え
な
い
民
事
事
件
と
か
、
岡
金
以
則
公
益
の
代
表
者
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
仕
事
に
あ
た

下
の
刑
に
あ
た
る
界
ゃ
、
せ
つ
盗
、
制
領
な
ど
、
比
較
的
る
。

縫
い
採
の
刑
事
事
件
を
取
り
あ
つ
か
い
、
調
停
も
と
り
あ

乙
の
裁
判
所
や
検
察
庁
は
、
悪
い
こ
と
を
し
な
い
者
に

つ
か
っ
て
い
る
。
な
お
、
瞥
察
官
が
人
を
逮
捕
し
た
り
、
は
、
用
の
な
い
と
乙
ろ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
と
こ
ろ
が

家
の
中
を
調
べ
た
り
す
る
た
め
の
令
状
は
、
乙
の
裁
判
所
そ
う
で
は
な
い
、
み
ん
な
の
人
が
、
平
和
に
安
全
に
暮
ら

の
哉
判
官
が
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
他
家
庭
裁
判
所
の
家
し
て
ゆ
け
る
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
な
の
だ
。
国
民
す
べ
て

事
問
題
相
談
室
が
朝
日
町
役
場
で
、
毎
月
二
回
、
第
一

、

の

生
活
に
、
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
国

第
三
月
間
日
に
開
設
さ
れ
、
富
山
家
庭
裁
判
所
調
査
官
が
民
の
す
べ
て
の
権
利
を
守
り
、
問
民
の
た
め
に
、
正
義
を

出
張
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
乙
れ
も
簡
易
裁
判
一献
が
実
現
す
る
と
乙
ろ
な
の
で
す
。

町
民
の
便
利
を
は
か
る
た
め
の

一
つ
の
措
置
で
あ
る
。

朝
日
簡
易
裁
判
所
は
、
朝
日
、
入
者
両
町
を
管
轄
区
域

と
し
て
い
る
。

マ

朝

日

区

検

察

庁

乙
れ
も
裁
判
所
と
同
じ
く
、
検
察
庁
法
に
基
づ
き
昭
和

一（11)-

〈
写

真

〉

左

l
朝

日

簡

易

強

調

所

省

1
朝

日

区

憤

事

庁
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マ
第
九
回
朝
日
町
諸

問 会
O定
、例

一 会

付
議
事
件

議
案
第

一
号

昭

和

凶

0
年
度
朝
日
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
月勺〉

補
日
比
額

一
二
、
三
二
八
千
円

総

額

三
四
二
、
二
三
三
千
円

議
案
第
二
号

昭

和

問

0
年
度
朝
日
町
国

民
健
蹴
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
〉

議
案
沼
．
－一号

昭

和

凶

十
年
度
制
日
町
国

民
陛
戚
保
険
診
療
施
設
大
家
庄
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

醗
案
町出
四
号
昭
和
四
ト
年
度

「

〕

朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診

一－

nν
一

療
施
設
笹
川
診
療
所
特
別

一

一

会
計
補
正
，
予
算
〈
筋
二
号

一
よ
一

）

一

一

議
案
出
五
け
昭
和
問
十
年
度

一
だ
一

朝

日

店

長

襲

撃

一

一

療
施
設
沼
崎
診
療
所
特
別

一
会
一

会
汀
楠
医
予
算
（
第
二
号

一
議
一

雲
第
六
号
昭
和
四
十
年
度

一

一

朝
日
阿
国
民
世
康
保
険
診

i
1
1

僚
施
設
境
診
蹴
所
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
案
第
七
号
昭
和
四
十
年
度
朝
日
町
泊

病
院
特
別
会
計
補
正
予
算
（
め
一
号

議
案
約
八
号

昭
和
問
十
作
成
制
日
町
簡

易
水
道
特
別
会
計
怖
正
予
算
（
第
二

議
案
前
九
号

問
和
問
十
作
広
明
日
町
家

苗
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
出

一
円
乃
）

議
案
部

一
O
号

朝

日
町
離
会
の
議
員
に

対
す
る
期
米
手
当
一の
支
給
に
閲
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件

議
案
第

一
一
号
明
日
町
の
織
内問
の
給
写
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に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

議
案
第

一
二
号
朝
日
町
政
査
委
員
の
選

任
に
関
し
同
意
の
件
（
上
回
忠
二
〕

以
上
十
二
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。
今
回
の
諸
案
件
は
地
方
公
務
員
の
給

与
改
訂
が
主
た
る
も
の
で
、
そ
れ
に
付
随

し
て
各
予
算
の
補
正
が
行
な
わ
れ
た
の
と

災
害
復
旧
費
の
追
加
で
あ
る
。

上 悶 監 査委員

議
案
第
一

一一号
朝
日
町
監
査
委
員
の
選

任
に
関
し
同
意
の
件
は
、
知
減
経
験
を
有

す
る
者
か
ら
選
任
さ
れ
た
松
原
三
郎
氏
が

任
期
満
了
に
よ
り
、
新
し
く
上
凶
磁
二
氏

を
選
任
す
る
た
め
同
惑
を
求
め
ら
れ
た
・
も

の
で
、
原
案
ど
お
り
同
息
さ
れ
た
。

マ
全
員
協
掛
金

付
議
事
項

ト
宅
地
造
成
計
画
に
つ
い
て

2
的
病
院
増
改
築
計
画
に
つ
い
て

ト
の
宅
地
造
成
計
画
に
つ
い
て
は
、
四

千
坪
を
勤
労
者
住
宅
地
と
す
る
と
と

な
ど
に
同
窓

2
の
泊
病
院
の
増
改
築
計
画
に
つ
い
て

は
、
起
債
の
償
還
計
出
と
病
院
院
業

収
入
に
つ
い
て
、

慎
重
な
前
査
を
要

す
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
務
涯
を
．陣

キ
一長
白
会
に
付
託
、
そ
の
富
査
結
巣

を
ま

っ
て
、
再
び
全
員
協
議
会
を
聞

き、

円以
終
的
な
結
論
を
出
す
ψ

四
て

一、
一一一

農
地
被
買
牧
者
給
付
金
請
求
の

申
請
は
済
み
ま
し
た
か

戦
時
行
な
わ
れ
た
農
地
改
市
（
旧
自
作

間以
創
設
特
別
柏
町
法
）
に
よ
り
、
州
民
地
を

目
以
さ
れ
た
者
、
ま
た
は
、
そ
の
越
朕
、

一
般
成
継
人
に
報
償
す
る
た
め
、
悶
よ
り

泊

青

年

団

県
優
良
青
年
団
と
し
て
表
彰
さ
る

県
青
年
団
情
宣
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
最
優
秀
賞

マ
「
昭
和
四
十
年
度
瓜
人
の
日
記
怠
催

良
宵
年
団
体
等
表
彰
式
」
が
、

一
月

十
三
日
、
県
議
会
議
場
で
行
な
わ
れ

当
町
泊
背
年
間
が
、
優
良
背
年
団
体

と
し
て
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
点
明
快

さ
れ
ま
し
た
。

泊
背
年
間
は
、
組
合
吋
年
間
の
「

美
し
い
町
づ
く
り
」
の
垂
点
目
川
町
に

そ
い
、
特
に
、
昭
和
四
十
年
六
月
か

ら
八
月
ま
で
を
．

「
川
に
ゴ
ミ
を
拾

て
な
い
巡
動
」
月
間
と
し
て
、
川
山
を

チ
げ
て
の
火
々
的
な
活
動
を
民
閲
し

た
も
の
で
、
人
一4

川
の
長
彩
は
、
そ
の

拐
力
と
成
製
が
認
め
ら
れ
た
も
の
o

V
ま
た
、

一
月
二
十
一
日
行
な
わ
れ
た

同一間
山
県
青
年
間
協
議
会
主
催
の
情
誠

一
ハ
伝
活
動
コ
ン
グ

i
wで
、
仙
川
校
下

訂
作
・
川
発
行
の
機
関
誌

「
馬
蹴
」
が

機
関
誌
、
新
附
総
合
の
部
で
以
催
秀

賞
を
独
得
、
視
聴
覚
の
部
で
も
、
泊

均
年
団
が
労
力
自
を
役
得
し
た
。

（
制
白
川
連
合
何
年
間
）

一
挙

一
．
な
ぜ
選
挙
を
す
る
の
か

一
選
一

選
挙
は
、
政
治
機
構
を
民

一
い
一

主
的
に
凶
転
し
て
ゆ
く
た
め

一
し
一

の
不
可
欠
の
手
段
で
、
民
主

一

E
一
々
識
の
情
婦
作
業
に
た
と
え

一
．J

一
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
ド

一
国
や
地
方
の
公
共
団
体
の
民

六
川
一

主
的
な
機
能
を
、
い
つ
ま
で

－a，
一
も
新
鮮
に
保
つ
よ
う
に
、
選

－l
l
l
M
畿
に
よ
っ
て
汚
れ
を
落
と
し

ゆ
が
み
を
直
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
民
主

々
義
の
前
促
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
選

挙
で
投
判
所
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
り

こ
れ
を
怠
た
る
と
、
民
主
々
義
の
歯
車

の
調
ノ
ナ
が
，キ
シ
ギ
シ
し
て
く
る
。
乙
ん

な
と
き
被
害
を
受
け
る
の
は
、
誰
で
も

な
い
、
私
た
ち
国
民
で
す
。

選
挙
は
、
私
た
ち
の
手
に
渡
さ
れ
た

一
片
の
紙
切
れ
に
よ
っ
て
行
な
わ
ま
す

が
、
そ
の
紙
切
れ
に
は
、
参
政
権
と
い

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す

。

表

朝
日
町
で
は
、
昨
年
八
月
よ
り
、
各

地

分

区
別
に
、
請
求
自
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
閃

か
、
ま
だ
請
求
手
続
が
済
ん
で
い
な
い
万
及

以
、
印
鑑
C
持
参
の
う
え
、
役
場
ま
で
お
闘

し
で
く
ど
さ
い
。
な
お
、
請
求
に
つ
い
て
動

－
子
続
上
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
内
股
ほ

一
業
委
員
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
あた

一

（
朝
日
町
農
業
委
員
会
〉
初末蔵民年円

U和昭

成
果
の
あ
っ
た
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動

昭
和
四
十
年
度
朝
日
町
議
末
た
す
け
あ

い
運
動
に
よ
る
、
各
地
区
別
の
集
計
お
よ

び
配
分
の
結
果
は
択
の
と
お
り
で
す
。

町
民
各
位
の
温
い
真
心
に
対
し
、
厚
く

お
枯
申
し
あ
げ
ま
す
ο

（
民
生
課
）

ぅ、実に重い意味がふくまれてい

ます。投票する、投開閉しない、こ

の行為には、いずれも、その人の

意志があらわれているわけです。

投票日の有権者の行為は、投票

しようとしまいと、択の選挙まで

「政治」に連都保証人としての印

を押すことであり、棄権する人も

結果的にみれば、当選者なり多数

党の保証人になったのと同じ乙と

になるのです。

いずれにしても、誰に投票するか

誰にも投票しないか、それは私た

ち自身が決めることです。私たち

自身のためにも、子孫のためにも

よく考えてみなければならないζ

とです。政治は、今日のみにある

のではなく、熊限の将来に向って

も働いているのです。

（朝日町明るく正しい選挙推

進協議会）

地区 ！参加 ｜たすけ議！配分対｜
1 世帯 ，い募金 象世議配分済額

境 298 15. 764 131 15.400 
凸仁一’ 崎 205 14. 105 13 18. 600 
笹 JI! 190 10.227 9 9.800 

ti-I 1 .662 95.941 69 80.600 

五同大山野成病者院家生計ケt看徒i僚崎正斑一中!: 5! 0 

25.037 8 14.400 
439 22.053 14 19.600 
52: 28.242 14 21 .200 
554 27.016 15 21.000 
100 5. 175 6 6.400 

f盤自 婦 ，’ 4.212 
同 4.484 247.772 161 207.000 

残
金
は
社
会
補
祉
施
設
入
所
者
及
び
長
期

療
義
者
、
屯
皮
肢
体
不
自
由
児
等
の
慰
問

貨
で
す
。
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国民健康保険だ主リ

高
血
圧
症
に
つ
い
て

肢
近
、
脳
出
血
や
脳
軟
化
症

が
死
亡
原
因
の
首
位
を
出
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
高
胤
正

ω結
果
と
み

ら
れ
、
原
因
は
ま
だ
不
明
で
す

が
、
日
常
恥
か
ら
い
食
品
を
多
く
と

っ
て

い
る
人
、
制
神
的
な
汚
労
、
緊
張
、
心
配

C
と
な
ど
で
、
興
舟
状
脱
が
つ
づ
き
、
約

一
神
的
安
静
を
保
て
な
い
人
、
そ
れ
に
、
高

一
血
圧
の
遺
伝
的
体
質
が
加
わ
っ
て
、
肌
庄

一
が
高
く
な
る
の
で
す
。
四
十
才
の
は
じ
め

一
ご
ろ
か
ら
発
病
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

一

マ
お
も
な
症
状

一
般
に
特
有
な
症
状

一
が
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
白
党
し
な
い
よ

一
う
で
す
が
、
ド
ウ
キ
や
、
息
切
れ
、
同
乙

一
り
、
め
ま
レ
、
頭
捕
、
特
に
後
頭
部
が
も

一
ぎ
と
ら
れ
る
よ
う
に
怖
い
と
き
、
く
び
筋

一
か
ら
周
に
か
げ
て
、
張
っ
た
感
じ
の
す
る

一
と
き
は
危
険
信
号
で
す
。

一

マ
予
防

軽
い
う
ち
の
予
防
が
た
い
せ

一
つ
で
、
健
康
な
日
々
を
送
る
た
め
に
、
血

一
圧
の
高
い
家
系
の
人
は
も
と
よ
り
、

一一一十

一
才
を
過
ぎ
た
ら
、
自
分
の

mぽ
を
知

っ
て

一
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
円
以
大
血
圧

一
五

一
O
以
上
、
鼠
小
血
圧
九

O
以
ヒ
の
と
き
は

一
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

マ
生
活
上
の
注
意

自
分
の
血
尿
が
高

一
い
乙
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
生
活
を
反
省
し

一
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
精
神
的
な
過
労

一
イ
ラ
イ
ラ
す
る
原
因
を
な
く
し
、
豚
阪
を

一
十
分
に
と
り
、
適
当
な
休
養
と
気
分
転
換

の

一
を
す
る
と
と
で
す
。
軽
い
運
動
も
梢
神
的

〈

．
肉
体
的
に
は
よ
い
影
轡
が
あ
り
ま
す
。

ひさあ（震強鎚易会品）第126号

ま
た
、
食
餌
療
法
と
し
て
は
、
間
分
や

水
分
を
制
限
し
、
野
菜
を
中
心
と
し
た
食

餌
に
し
、
「
服
八
分
」
に
と
る
こ
と
が
大

切
で
、
中
A
り
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心

が
け
、
入
俗
は
、
あ
っ
レ
協
と
円
民
服
巾
け
を

さ
け
て
、
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

マ
血
圧
の
薬
に
つ
い
て

生
柄
上
の
性

患
を

γ
っ
て
も
、
血
げ
叫
が
下
が
ら
な
い
と

き
は
、
医
師
の
治
療
を
受
付
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
は
じ
め
て
莱
を
飲
む
人
は
、

と
か
く
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
を
急
ぐ
も

の
で
す
が
、
そ
れ
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
も

い
っ
た
ん
服
附
し
た
な
ら
、
途
中
で
中
断

せ
ず
、
い
つ
も
医
帥

ω指
．ぷ
を
受
け
て
、

桜
気
よ
く
治
療
を
つ
づ
げ
る
こ
と
が
必
嬰

で
す
。

（
民
生
課
〉

一
魚
津
税
務
署
か
ら

マ
青
色
申
告
で
節
税
を

－
正
し
い
記
阪
な
く

L
て
続
け
つ
の
合
朗

化
は
な
い
」
と
い
わ
れ
、
正
し
い
判
艇
が

経
常
の
け
描
艦
と
指
針
に
な
っ
て
、
企
業
の

哨
冊
以
が
捌
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く、

H
H

色
申
告

ω税
制
上
の
特
典
を
得
ら
れ
る
ζ

と
に
な
り
、
節
税
が
で
き
ま
ず
か
ら
、
ぜ

ひ
汀
色
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
－c

H

肉
色
申
告
印
請
の
期
限
は
ご
月
十
荒
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
亡

ま
た
附
与
脱
の
巾
告
別
限
も
“二
月
十
五

日
ま
で
で
す
。
お
忘
れ
な
く
巾
告
と
納
税

を
し
て
く
．た
さ
い
。
申
告
し
な
げ
れ
ば
な

大

家

庄

地

区

て
A
州
し
ま

l
た
。

怖
は
花
陵
地
力
の

お
恥
机
河
川
に
よ
っ
て
抵
化
焼
場
か
ら
有
望

窪
田
部
落
睦
ゲ
ル
l
プ

磁
を
わ
け
て
も
ら
い
、
資
材
は
附
入
し

間
利
一二
十
五
年

一
月
、
年
令
一．．
 

0
ν寸
た
り
、
持
ち
よ

っ
た
り
し
て
、
開
場
円

か
ら
一九
十
五
寸
の
主
財
が
、
稲
作
り
し

の
指
示
を
う
け
な
が
ら
、
つ
い
に
、
み

な
が
ら
の
語
り
合
い
の
場
を
も
と
う
と
ご
と
に
忙
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

心
の
合
っ
た
者
同
志
七
名
に
よ
る
脱
グ

し

た
a
ま
だ
未
撚
で
、
出
荷
数
日
も
微

1
l－
w
iプ
が
発
足
し
ま
し
た
。

々
た
る
も
の
で
す
が
、
美
し
い
花
を
み

一
り

一・

手
始
め
に
、
稲
作
需
心
に
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
の
苦
労
も
吹
き

一・

L
皆
及
員
や
股
協
指
海
員
の
万
々
と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

一
，F
O
一
の
指
導
を
う
け
、
必
裂
に
応
じ

・
来
年
は
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
喋
菊

一
U

M

一
講
習
会
を
闘
い
ー
た
り
話
し
合
い

の
殺
梢
に
も
及
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

一
げ
一

の
会
合
を
も
っ
た
り
し
ま
し
た
す
。
八
写
真
〉
睦
グ
ル
ー
プ
の
電
照
菊

一
A
司一

・
三
十
七
年
に
は
部
格
の
共
引

恥
、

ボ
ー

ア
に
一

一
地
を
借
り
受
け
、
野
東
作
り
を

一
’
人
一

グ山川
l
プ
共
同
管
即
で
実
胤
し

－
ー

一
偏
則
一

紋
機
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
流
通

「
l
l－
問
題
等
を
学
び
ま
し
た
。

－
三
十
九
年
度
は
、
農
閑
期
利
用
換
金

作
物
に
つ
い
て
検
討
し
、
営
股
指
湾
局

の
指
示
も
あ
っ
て
、
電
附
菊
を
栽
培
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
譜
側
先
生
か
ら

穀
店
概
要
や
版
宛
等
の
こ
と
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
、
正
月
に
咲
く
花
を
が
み

・

ら
な
し
、
人
は
、
昭
和
四
十
年
中
、
贈
与
に

よ
り
取
得
し
た
財
産
が
、
四
十
万
円
を
こ

え
る
方
で
す
。

マ
源
泉
所
得
税
の
還
付
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

源
泉
徴
収
に
よ
る
、
所
得
税
額
の
還
付

を
受
け
る
た
め
の
溢
付
申
告
占
は
、

一
月

一
日
か
ら
提
出
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
こ
の
申
告
を
早
く
提
出

さ
れ
た
方
か
ら
、
順
次
に
早
く
お
か
完
し

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

申
告
出
は
、
早
く
挺
出
さ
れ
て
も
、
内

容
等
に
不
備
が
あ
り
ま
す
と
、
調
査
補
正

し
た
あ
と
で
な
い
と
還
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
織
は
、
確
定
申
告
書
の
手
引
き
を

よ
く
読
ま
れ
て
、
不
備
の
な
し
ト
ょ
う
正
し

く
記
紋
調
製
し
て
く
だ
さ
い
c

。
不
備
な
申
告
書
と
は

・
．激浪
徴
収
政
の
添
付
さ
れ
て
い
な
い

も
の

・
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
い
え
払
者
の
必

印
が
な
い
も
の

・
本
来
の
住
所
以
外
の
と
こ
ろ
を
住
所

と
し
て
記
出
帆
し
た
も
の

・
保
険
、
配
当
、
そ
の
他
の
証
明
書
、

明
制
点
の
添
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の

記
載
の
な
い
も
の

日必品甘さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
早
め
に

（
で
き
れ
ば
二
月
二
十
日
頃
ま
で
）
挺
出

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
あ
磐
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

マ
共
同
納
税
相
談
に
つ
い
て

今
年
も
ま
た
、
年
に
一
度
の
総
決
算
と

も
い
う
べ
き
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時

期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
所
得
税
の
申
告

と
納
税
期
限
は
、
三
月
十
五
日
（
個
人
事

業
税
、
県
市
町
村
民
税
の
申
告
期
限
は
三

月
二
十
日
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
留
さ
ん
の
利
便
を
考
え
て
、
税

務
署
、
県
、
町
の
担
当
者
に
よ
る
共
同
納
税

相
談
を
措
定
し
た
会
場
で
行
な
う
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
告
関
係
諸
用
紙

を
持
参
の
う
え
、
所
得
税
、
事
業
税
、
県
市

町
村
氏
税
の
申
告
と
、
納
税
の
相
談
を
一

度
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
等
が
き

て
い
な
い
方
で
も
、
昭
和
四
十
年
中
の
各

組
所
得
の
合
計
額
が
、
「
基
礎
控
除
額
十
配

偶
者
控
除
額
＋
扶
益
控
除
額
」
よ
り
多
い

と
き
は
申
告
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

基
健
鐙
除
額
一
二
七
、
五

O
O円

配
偶
者
。
一
一
七
、
五

O
O円

技
聾

b

十
三
才
以
上
五
七
、

五

O
O円

十
三
才
末
満
四
七
、
五

O
O円

控
除
対
象
配
偶
者
が
な
い
と
き

第

一

人

目

七

七

、
五

O
O円

…健
…業

2月保
衛 生 事

マ
成
人
病
検
診
〈
お
才
以
上
白
才
未
満
）

日
日
は
・∞
J
日
・
∞
泊
公
民
館
（
泊

一〉

内
臼
は・
初
J
目
・
∞
月
山
グ

ハ
月
山
〉

お
白
川
・
初
J
目
・∞

泉

悶
寺
〈
泊
一
ニ
）

Mm日
間
－
m
t目
・
∞
境
小
学
校
〈
境
）

マ
乳
児
検
診

包
日
日
・却

t日
・
∞
大
家
圧
農
協

マ
妊
婦
検
診

・
母
親
学
飯

お
日
目
・∞

tぬ
・∞
泊
保
健
所

，『u
n
H
V
4
E

・



体
案
を
樹
立
し
、
月
測
の
活
動
計
画
を
立

て
、
本
年
の
膿
柴
改
良
普
及
を
押
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
重
点
の

七
項
目
に
つ
い
て
、
県
の
関
係
機
関
と
も

連
絡
の
う
え
、
農
家
各
戸
に
了
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
本
年
も
、

座
談
会
の

し
お
り
を
発
行
い
た
し
ま
す
か
ら
、
よ
く

説
ん
で
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
馬
年
で
す
．
苦
か
ら
、
馬
年
は

豊
作
の
年
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
大
き
い
希
望
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て

欲
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
朝
日
農
業
改
良
普
及
所
）

(4) 

農君農事教室
困

難
十

改 ー
年

良 度
計

画

昭和 41年 2月 10 l:i 
月刊（毎月101::!発行〉ひ

朝
日
町
長
業
経
営
の
合
理
化
の
一
環
と

し
て
、
朝
日
農
業
改
良
普
及
所
で
は
、
毎

年
農
業
改
良
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
本

年
も
次
の
よ
う
な
改
良
計
画
を
立
て
て
み

ま
し
た
。

農
家
各
位
の
理
解
の
も
と
に
、
乙
の
計

圃
に
ど
協
力
を
お
願
い
し
、
関
係
各
位
の

ど
批
判
を
い
た
だ
い
て
、
普
及
効
果
が
あ

が

η
ま
す
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。し
普
及
所
の
活
動
方
針

現
在
、
長
業
改
良
普
及
員
六
名
、
生
活

改
良
普
及
員
－
名
の
陣
容
で
、
地
区
担
当

を
持
つ
一
般
活
動
を
主
体
に
し
て
、
特
技

活
動
を
従
と
す
る
活
動
体
制
で
あ
る
。

活
動
方
針
と
し
て
は
、
自
立
経
営
長
家

の
育
成
、

一
般
長
家
の
稲
作
安
定
増
収
と

省
力
化
、
生
活
の
改
善
と
普
及
璽
点
事
項

と
し
て

的
稲
作
の
二
割
楠
産
に
五
割
省
力

倒
産
米
改
良
の
推
進

判
長
業
精
造
改
善
の
計
画
化

同
競
菜
生
産
団
地
の
育
成

側
畜
産
企
業
農
家
の
指
導

料
花
升
球
恨
の
増
殖

川
生
活
改
善

乙
の
計
固
に
対
し
、
さ
ら
に
、
各
単
協

別
に
は
、

営
長
技
術
員
、

共
済
技
術
膿
員

と
十
分
話
し
合
い
、
地
区
に
適
応
し
た
具

さあ（貯蓄鎚~＆£）第126号

二
一峰
（
み
つ
ぼ
〉
ス
キ
！
場

雪
国
に
う
ま
れ
た
幸
せ
は
．3
で
あ
り

ス
キ
ー
で
あ
る
。

わ
が
三
峰
ス
キ
t
場
は
、
明
円
岳
や
城

山
と
同
織
、
背
い
海
が
眼
下
で
、
耐
を

見
な
が
ら
す
べ
れ
る
ス
キ
1
場
は
チ
コ

イ
と
そ
乙
ら
に
な
い

か
ら
う
れ
し
い
。

“
』

昨
年
末
に
は
横
尾

か
ら
間
保
の
バ
ス
が

開
通
し
、
四
十
二
年

度
に
は
、

高内
川出
泊

か
ら
池
ノ
原
｜
一ニ
飾

ま
で
門
励
ぃ山ぃ
泊
か
完

成
す
る
が
、
泊
か
で

き
れ
ば
、

三
時
に
、

明

夏
は
県
詰

｛
ま
た
は

γ
日

hr仲

町
叶
内）

山
大
欣
牧
助

川
惜
し
レ

が
で
き
て
、

地帥
慨も

M

V－一

幣
航
さ
れ
る
と
、

が

ふ
一
必

然
ス
キ
l
場
も
脚
光

健
全
な
母
親
に

健
全
な
子
ど
も

朝
日
町
母
親
学
級
開
股
計
画

最
近
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
人
づ
く
り
、

人
間
尊
重
は
、
健
全
な
紙
掛
か
ら
始
ま
り

母
子
保
健
の
成
果
は
、
乳
児
死
亡
率
の
増

減
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

問
和
四
十
年
度
の
新
生
児
死
亡
率
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
未
熟
児
出
生
、
先
天
性

脱
臼
は
、

以
前
よ
り
増
加
の
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
乙
と
も
、
母
親
の
知
識
に
よ

っ

て
予
防
で
き
る
こ
と
か
ら
、
レ
ま
ま
で
指

を
前
び
る
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
ロ
1
プ
リ
フ
ト
で
登
り
、
お

H
M
り
は
、
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
泊
小
川
潟
・
反

ま
で
、
出
版
づ
た
い
に
、
約
．
．
 

粁
の
λ

キ
1
道
を
滑
走
し
、
溺
欄
へ
ド
プ

ン
と

ゴ
i
N
イ
ン
は
拶
で
は
あ
る
ま
い
。

（
産
業
課
）

導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
、

母
子
衛
生
に
対
す
る
関
心
が
薄
い
こ
と
や

一
部
に
は
、
迷
信
や
封
建
制
が
強
く
残
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

り
ま
す
。

そ
と
で
、
朝
日
町
で
は
、
続
婦
の
前
生

知
識
普
及
徹
・
販
の
た
め
、
八
カ
月
聞
を
通

じ
て
、

母
親
学
紐
を
次
の
内
容
で
開
設
い

た
し
ま
す
。

健
全
な
子
を
生
み
、
健
康
で
丈
夫
な
子

ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
出
席
さ
れ

る
よ
う
と
案
内
い
た
し
ま
す
。

ユ】
4
U
 

2
月
お
日
鑑
婦
の
生
理

3
月
お
日

妊
娠
中
の
術
生

4
月
幻

日

妊

娠
中
の
栄
養

5
月
幻

自

お
産
の
た
め
の
準
備

6
月
何
回

ぶ

ち

ゃ
ん
の
的
刷
物

‘

7
月
幻
円
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
万

8
月
お
日

赤
ち
ゃ
ん
の
入
浴

9
月
幻

日

受
胎
、
調
節

※
い
ず
れ
も
、
午
後

一
時
か
ら
二
時
ま

で
、
泊
保
健
所
で
。
（
民
生
課
〉

固
定
資
産
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

昭
和
四
十

一
年
度
の
固
定
資
産
税
賦
課

の
掠
礎
と
な
る
、
土
地
家
属、

及
び
償
却

資
産
の
制
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
課
税
台
艇
を
、
次
の
円
程
に
よ
り
関
係

者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
評
価
決
定
に
対

す
る
異
議
申
し
叱
て
は
、
三
月
一
円
よ
り

一一一月
三
十
日
の
聞
に
お
い
て
の
み
受
け
つ

け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
せ

い
ぜ
トド
縦
抗
し
て
く
．
た
さ
い
υ

一
、
従
慌
の
場
所

朝
日
町
役
場

一
、
数
覧
の
問
問

一ニ
月

一
日
よ
り

三
月
二
十
日
ま
で

（
税
・
務

課
〉

，a
n
Uの，
ι

ダ
イ
ヤ
ル
即
時

通
話
に
備
え
て

一川
一
法

昭
和
四
十
二
年
一
月
を
目
途

－1
に
、
新
庁
舎
〈
増
築
）
の
建
築

一
局

が
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
と
と

一
手
ロ

に
な
り
、
乙
れ
に
伴
う
附
帯
工

一
一口

事
と
し
て
、
線
路
の
大
巾
甚
彊

一
司

鎮
の
張
蓄
工
事
等
が
行
な
わ
れ

－
ー
ー
ー
ま
す
。

町
民
各
位
に
、
何
か
と
ど
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

｜
｜

工

事

の

撮

要

1
1

0
道
路
を
掴
り
電
話
観
路
を
鹿
設
す
る

工
事
（
土
木
工
事
〉

・
工
事
の
個
所

棟
松
組
前
↓
小
川
摘
ま
で

島
田
薬
局
削
1
v電
話
局
ま
で

専
売
局
前
↓
泊
病
院
ま
で

・
工
事
の
期
間

四
十
一
年
三
月
中
旬
↓
七
月

・
道
路
を
掘
り
お
ζ

し
ま
ず
か
ら
通
行

の
際
は
十
分
ど
注
意
願
い
ま
す
。

O
地
話
線
路
を
新
設
あ
る
い
は
電
話
線
の

援
醤
工
事
〈
電
話
綜
路
工
事
）

・
工
事
の
個
所
朝
日
町
全
域

．
工
事
の
期
間

四
十
一

年
三
月
中
旬
4

四
十
二
年
一

月
末

・
特
に
荒
川
通
り
、
中
町
通
り
に
つ
い

て
は
、
数
年
前
か
ら
惜
力
柱
と
情
話

柱
を
統
合
せ
よ
と
の
強
い
要
望
が
あ

っ
た
の
で
、
乙
の
犠
会
に
電
力
会
社

の
協
力
を
得
ま
し
て、

片
方
に
統
合

い
た
し
ま
す
の
で、

完
了
の
暁
は
街

も
す

っ
き
り
い
た
し
ま
す
。

（
悩
報
協
括
局
）
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